
ちち ぶ ち いき すいどう とくちょう

秩父地域の水道の特徴

やま ち けい たに ちい じょうすいじょう

秩父地域の水道は、山あいの地形のえいきょうで、谷ごとに小さな浄水場がたくさんあること
かんり しせつ ま ちなか いえ てんざい

から管理しなくてはならない施設がたくさんあります。また、町中をはな れると家が点在するた
なが すいどうかん ひつよう い じょう

め長い水道管が必要 になります。秩父地域には1,100キロメ ー トル以上の水道管がうめら れてい
ほんしゅう なが あ おもりけん やまぐちけん すこ みじか

て、これは本州の長さ（青森県から山口県まで）より少し短い長さです。
て ま かね

このようなことから、施設を管理するためにはたくさんの手間とお金がかかります。

あ まえ すいどう

当たり前の水道だけれど

わたし いえ ばめん みず つか

私たちは、家にいるときさまざまな場面で水を使っています。お風呂やせんた
りょう や く

く、 トイレ、そうじなど…。家で1日に使う水の呈は1人約230Lと言わ れていま
がっこう かいし ゃ ふく ばあい

す。また、学校や会社などで使う水を含めた場合、1人約300Lにもなります。
すいどうかん ふる けいえい こうじ おも

苓褒、水道管 などが古くなっても、水道の経営がわるいと水道管 の工事が思う
す す だんすい の じゃく・ ち で

ように進まなくなり、断水がおきてしまいます。飲み水も蛇口から出なくなり、
な かのうせい

当たり前の水道では無くなる可能性があります。

ちち ぶ すいどう

これからどうなる秩父の水道

匿
さいたまItん ナか ばしょ

埼玉県でいちばん高い場所

にある当彫ぶ屎耐

なが じ かん しまん いま じょうたい い みらい ひと

水道は長い時間と、たくさんの資金 により今の状態にあると言えます。また、そ れを未来の人た
ひつよう すいどうきょく じょうすいじょう きょうどう り よう

ちにバトンタッチしていく必要があります。水道局では、浄水場 などを共同で利用したり、ダウン
おお みなお む だ な すいどうしせつ じしん

サイジング（大きさの見直し）をおこない無駄の無い水道施設にかえていっています。また、地震
つよ すいどうかん つく ほうほう なが つか かんが

に強い水道管へ作りかえています。これからも、いろいろな方法 で水道を長く使える方法を考えて

いきます。

さい ― 

最後に

わたし せい かつ あ まえ すいどう ちちぶ ちい き げんざい 芸ず

私たちの生活のなか で「当たり前」となっている水道ですが、秩父地域に おいては、現在の水道を築くまでに100
ねんかん れき し さいげつ ひとびと ね が ど りよく わす

年間の歴史、歳月、人々の願い、努力があっ たことを忘れてはいけません。
じゃぐち

蛇口をひねれば当たり前に出る水道について、過去を振り返る
あらた たいせつ かんが

ことにより改めて「当たり前」の大切さを考えてみてはいかがで

しょうか。
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れき し ちち ぶ すい どう み らい

～歴史ある秩父の水道を未来へ ～
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